
         

「「山山東東省省」」っっててどどんんななととこころろ？？                                ななぜぜ日日本本にに来来たたのの？？  

  「「青青島島市市」」っっててどどんんななととこころろ？？  

 

 

今
年
の
夏
、
約
６００
人
に
の
ぼ
る
中
国
か
ら
の
修
学

旅
行
生
が
下
関
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
市
内
の
小

中
学
校
で
も
生
徒
同
士
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
生
徒
が
国
際
交
流
を
体
験
し
ま
し
た
。 

こ
く
さ
い
新
聞 
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８
月
８
日
に
は
同
じ
く
青
島
市
よ
り

中
学
生
友
好
研
修
旅
行
団
26
人
が
東
部

中
学
を
訪
問
。
学
校
紹
介
の
後
、
校
舎
を

案
内
す
る
と
、
教
室
の
様
子
な
ど
を
見

て
、
中
国
の
学
校
と
の
違
い
に
強
い
関
心

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
一
行
は
下
関

の
よ
さ
こ
い
隊
「
馬
関
奇
兵
隊
」
や
「
下

関
少
年
少
女
合
唱
隊
」
と
も
交
流
。
お
互

続
い
て
一
行 

は
中
尾
市
長
に 

挨
拶
の
た
め
市 

役
所
へ
。
市
長 

は
「
お
互
い
に 

国
際
交
流
の
良 

い
機
会
に
な
っ 

た
」
と
大
歓
迎 

し
、
生
徒
た
ち 

は｢

街
が
き
れ
い｣ 

｢

み
ん
な
親
切｣ 

な
ど
下
関
の
感 

想
を
話
し
ま
し 

た
。 

交
流
会
が
行
わ
れ
た
の
は
向
洋

中
学
校
。交
流
に
来
た
の
は
下
関
市

の
友
好
都
市
で
あ
る
山
東
省
青
島

市
に
あ
る
青
島
第
58
中
学
の
生
徒

27
人
で
す
。 

 

８
月
７
日
に
フ
ェ
リ
ー
で
下
関
港

に
到
着
し
た
一
行
は
福
岡
、
長
崎
、

大
分
な
ど
九
州
各
地
を
見
学
し
１０

日
午
後
、
向
洋
中
に
到
着
。
生
徒
た

ち
は
歓
迎
し
て
出
迎
え
ま
し
た
。 

          

夏
休
み
中
に
も
関
わ
ら
ず
生
徒

会
長
を
は
じ
め
野
球
、
剣
道
部
員 

が
参
加
し
、学
校
行
事
や
部
活
動
を

中
国
の
生
徒
を
迎
え
て
国
際
交
流
！ 

い
に
言
葉
が
通
じ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
元
気
な
歌
や
踊
り
の
力
で
、
一
緒
に

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
充
実

し
た
楽
し
い
交
流
に
な
り
ま
し
た
。 

 

下
関
市
で
は
現
在
、
中
学
生
に
は
米
国

派
遣
、
小
学
生
に
は
中
国
・
韓
国
へ
の
派

遣
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
「
国
際
人
」
を
目

指
す
皆
さ
ん
に
は
大
変
良
い
機
会
で
す
。

し
か
し
、
国
際
交
流
は
な
に
も
海
外
に
行

く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
ご
紹

介
し
た
中
国
の
生
徒
に
限
ら
ず
、
ア
ジ
ア

の
多
く
の
国
が
国
際
人
の
育
成
の
た
め
、

世
界
に
交
流
を
求
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
身
近
な
交
流
の
機
会
を
是
非
活
か

し
て
「
国
際
人
」
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。 

■ 

交
流
は
ど
ん
ど
ん
増
え
る 

ま
た
下
関
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
が

国
際
交
流
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
国

際
課
を
尋
ね
て
来
た
の
も
丁
度
こ
の
日
。

せ
っ
か
く
な
の
で
交
流
会
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
幸
運
に
も
国
際
交
流
を
直
に
体

験
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
他
に
も
多
く
の
中
国
の
修
学
旅
行
団

が
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て
下
関

を
訪
れ
、
城
下
町
長
府
や
赤
間
神
宮
、
海
響

館
な
ど
下
関
の
主
な
観
光
地
を
見
学
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
８
月
11
日
に
フ
ェ
リ
ー
で
帰

国
予
定
だ
っ
た
上
記
の
青
島
第
58
中
学
と

同
じ
く
山
東
省
の
淄
博
第
一
中
学
の
皆

さ
ん
は
台
風
の
影
響
で
船
が
出
港
で
き

ず
下
関
に
一
日
足
止
め
に
。
台
風
に
出
く

わ
す
不
運
で
し
た
が
、
下
関
で
の
滞
在
時

間
が
延
び
た
の
で
、
日
本
文
化
体
験
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
外
は
台
風
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
場
で
は
突
然
の
き
も
の

着
付
体
験
で
大
盛
り
上
が
り
！
結
果
的

に
は
大
変
幸
運
な
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

広
々
と
し
た
学
校
の

中
庭 

紹
介
。
ま
た
中
国
の
生
徒
か
ら
は

笛
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
、
合
唱
、
毛

筆
の
実
演
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
中
国
の
生
徒
た
ち
は
、
勉
強

以
外
に
も
部
活
や
文
化
祭
な
ど

様
々
な
活
動
が
あ
る
日
本
の
学
校

に
と
て
も
興
味
を
示
し
て
い
ま
し

た
。 

■ 

中
学
校
で
の
交
流
会 

■ 

市
長
へ
も
あ
い
さ
つ
。
観
光 

も
あ
り
充
実
し
た
日
程 

中
国
の
生
徒
に
よ
る
笛
の
演
奏 

下関港で歓迎 

剣道部の実演 

市長へあいさつ 

■ 

市
立
東
部
中
学
校
で
も 

火の山展望台にて 

 山東省は中国の東北地方にあり、人口９千万人以上。

「省」は日本で言えば「県」にあたるもので、山東省

は山口県と1982年に友好関係を結んでいます。そして

山東省内最大の都市が青島市です。 

 青島市は人口800万人を超え、北京、上海などと並び

中国の10大都市に数えられています。下関市とは1979

年に友好都市関係を結び以来30年以上にわたり文化、

経済など様々な分野での交流を続けています。青島と

下関はオリエントフェリー（週２往復）で結ばれ両市

に限らず日中間の人やモノの交流のかけ橋となってい

ます。（以前のこくさい新聞でも紹介しています） 

 

（▲東部中の生徒と一緒に ）   （▲東部中の教室を見学） 

（▼下関少年少女合唱団との交流） （▼よさこい馬関奇兵隊との交流）

■ 

禍
を
転
じ
て
福
と
な
す 

▲突然のプレゼントに盛り上る生徒 

交流に参加した中等教育学校の生徒▼

 経済成長の著しい中国の名前は、最近ニュースや新聞で

よく聞くと思います。そして中国の子どもも将来、世界で

活躍するため国際感覚を身に着けたいと考える人が増えて

います。日本は中国と同じアジアにあり世界的にも先進国

とされています。また中国と古くから歴史上の交流もあり、

漢字を使うことなど文化的にもつながりがあります。この

ように身近な先進国であり長い交流の歴史がある日本は、

研修旅行に大変適していると考えられています。 

 さらに最近では、中国の子どもの間でも日本のアニメ

（「ポケモン」「ワンピース」）やゲームなどが流行している

ことから日本に興味を持つ子どもも多くなっています。 

 

青島市
山東省

さ
ん
と
う
し
ょ
う
ち
ん
た
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ち
ん
た
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が
っし
ょ
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た
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さ
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と
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ょ
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か
い
き
ょ
う 

わ
ざ
わ
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き
ょ
う
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だ
い 

か
ん 

げ
い 

あ
い
さ
つ 

ひ
ろ
う 

ぺ き ん    しゃん はい 

 ちん たお 

さん  とう  しょう 

ちんたお 

ちんたお 

さん とう しょう 

さん とう しょう 

いちじる 

きょうみ 

やく 

か
ん 

中華人民共和国

（略称：中国）

かつ 

地名の対比 
中国 ― 日本 
山東省―山口県 
青島市―下関市 


